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ナイロン６極細繊維の力学特性と吸湿挙動
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目的　物質の表面はエネルギー的に不安定であり、内部とは異なる構造をしており性質も異なる

と考えられるが、通常の太さの繊維では表面層の割合が極めて小さくその性質が現れにくい。その

ため表面層と内部とが異なる物性値を持つという視点での研究は少ない。近年、我が国において紡

糸技術が飛躍的に向上し、極細繊維から超極細繊維まで開発されてきている。繊維が極細になれば

なるほど表面層の影響が大きく現れてくることが期待される。本研究では表面層が内部とどのよう

に構造が違い、その結果として性質がどのように違うか検討することを目的とする。

実験方法　 試料は溶融紡糸で製造した太さの異なる４種のナイロン６繊維で。直径はそれぞれ

75.0μm  （N75 ）、2l.0μm  （N21 ）、8.5μｍ（N9 ）、2.5μｍ（N3 ）である。これらの繊維を引張り

特性、吸湿挙動（重量法とナイロン６繊維を充填剤としたインバースガスクロマトグラフーIGC 一

法の比較）、密度測定、DSC 、複屈折などの測定によって特性と繊維構造の検討を行った。

結果　 引張り特性において極細になってくると応力・ヤング率の低下が見られた。湿潤時では繊

維径による差がほとんど見られなくなった。平衡吸湿量を示す重量法では繊維径による差は見られ

ないが、IGC 法では極細繊維の吸着量が大きくなった。密度測定では極細繊維が少し大きく、DSC

による融解熱は極細繊維が若干小さい結果が得られた。

表面層が疎な構造をとっていると考えると定性的に説明できると思われる。
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紫外線照射した繊維の吸着挙動について

○大塚美香 酒井哲也 （共立女大 家政）
＜目的＞ 過去に行った紫外線照射したナイロン６繊維の強伸度挙動に関する報告で、

我々は、紫外線照射によって強伸度曲線の形をほとんど変えないままに切断強度ならびに

伸度が低下するということを指摘し、分子鎖の切断と架橋が繊維の高凝集領域と低凝集領

域において別々に影響を受けている可能性を示唆した。本研究では、これらの結果を踏ま

えて、紫外線照射を行ったポリアミド繊維について水の吸着挙動を測定し、紫外線劣化の

メカニズムならびに微細構造と水の吸着挙動に関しての関連を検討することを試みた。

＜方法＞ ポリアミド 聯i （ナイロン６市販マルチフィラメント糸、各延 伸物フィラメン

ト糸、絹マルチフィラメント糸、羊毛マルチフィラメント糸）を試料とし、大気中で紫外

線をO ～72 時間照射した。各試料について､デシケーター法を用い等温吸着曲線を測定し

た。粉末状の試料を秤量瓶に入れ、10～20 日間､60 °Cで絶乾になるまで真空乾燥し､ 各

飽和塩溶液をいれたデシケーターを用い調湿した｡。

＜結果＞ 紫夕皿 吸着曲線を測定したところ、低相対圧部では未処理試料

lこ比べ|て高い吸湿率を、高相対圧部では低い吸湿率を示した。I紫外線照射したサンプルで

は、凝集領域の低い部分は架橋力塙 い部分では切断が優先して起こるということ力信 われ

ており、このことから高凝集領域での切断により凝集状態の低い場所が増加したために低

相対圧部分での吸湿量の増加が、切断による吸着サイトの封鎖、消失のために高相対圧部

での吸湿量の低下が起こったものと考えられる。
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